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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成19年8月10日に発表しました平成20年3月期（平成19年4月1日

～平成20年3月31日）の中間業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

１．平成20年3月期の中間期連結業績予想の修正（平成19年4月1日～平成19年9月30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
一株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 
百万円

2,700 

百万円

53 

百万円

40 

百万円 

30 

円 銭

1.19 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 2,804 △18 △143 △177 △7.24 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 104 △71 △183 △207 △8.43 

増 減 率 （％） 3.9 ― ― ― ― 

 

２．平成20年3月期の中間期個別業績予想の修正（平成19年4月1日～平成19年9月30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
一株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 
百万円

2,700 

百万円

70 

百万円

57 

百万円 

47 

円 銭

1.87 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 2,804 26 △95 △130 △5.31 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 104 △44 △152 △177 △7.18 

増 減 率 （％） 3.9 △62.9 ― ― ― 

（ご参考） 

前期実績（平成19年3月期） 
6,000 191 △487 △1,347 △82.74 

 

３．修正の理由 

   当中間期における売上高は、主力製品であります容器用弁の販売数量が当初計画に対し増加したこと

により、3.9％増となりましたが、収益面では、各種原材料価格の急騰を販売価格に転嫁することができ

ず利益率を悪化させ、営業利益、経常利益、当期純利益ともに減少する見通しです。 

   尚、通期の連結業績予想につきましては、変更ありません。 

 

 
（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今

後の様々な要因により異なることがあります。 
以上 


